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問1 地球よりも内側の公転軌道を回る金星などの内惑星が、地球から見て太陽とまったく同じ方向に位置し、一直線上に並ぶ状態
を何と呼びますか。 （2019年　大阪公立入試　類似）

1.  合 2.  最大離角 3.  逆行 4.  周極星

問2 ある日の午後8時に、南東の空の低い位置にさそり座のアンタレスという星が観察された。地球の公転の影響により、一ヶ月後
の同じ日に、これと同じ南東の空の低い位置でアンタレスを観察するためには、何時ごろに空を確認すればよいか。 （2020年　神奈

川公立入試　類似）

1.  午後6時 2.  午後8時 3.  午後10時 4.  午前6時

問3 地球温暖化の主な原因とされる温室効果の仕組みについて、正しく説明しているものはどれですか。 （2017年　三重公立入試　類似）

1.  地表から放射される熱（赤外
線）を気体が吸収し、再び地表へ
向かって放射することで気温が保
たれる仕組み。

2.  太陽から届く光を気体がすべて
反射し、大気の中に閉じ込めるこ
とで気温が上昇する仕組み。

3.  大気中の窒素や酸素が太陽光と
化学反応を起こし、その際に発生
する熱が地表を温める仕組み。

4.  宇宙から降ってくる冷たい空気
を、厚い大気の層が遮断すること
で地表の熱を逃がさないようにす
る仕組み。

問4 天体望遠鏡などを用いて、太陽の表面にある特定の黒点を数日間記録し続けたところ、その黒点が太陽の円面の左側から右側
へと横切るように移動していました。この観察事実から判断できる、太陽の性質として最も適切なものはどれですか。 （2018年　

愛媛公立入試　類似）

1.  太陽は自転している 2.  太陽は公転している 3.  黒点は発生後すぐに消滅する 4.  太陽は円盤のような平面状であ
る

問5 金星が太陽を挟んで地球のほぼ反対側に位置するときと、地球と太陽の間に位置するときを比較した状況を考えます。この2つ
の時期に、同じ倍率に設定した天体望遠鏡で金星を観測した場合の「見かけの大きさ」の変化とその理由として、適切なもの
はどれですか。 （2021年　兵庫公立入試　類似）

1.  地球と太陽の間に位置するとき
の方が地球との距離が近いため、
見かけの大きさは大きい

2.  太陽の反対側に位置するときの
方が地球との距離が近いため、見
かけの大きさは大きい

3.  太陽の反対側に位置するときの
方が太陽の光を正面から受けて明
るいため、見かけの大きさは大き
い

4.  金星は常に太陽の周りを回って
おり地球との距離の変化はわずか
であるため、見かけの大きさは変
わらない

問6 ある日の明け方に、金星が東の空の低い位置に観測されました。この日からちょうど金星の公転周期と同じ日数が経過したと
き、金星はどのような条件で観測されると考えられますか。適切なものを選びなさい。 （2025年　鹿児島公立入試　類似）

1.  再び明け方の東の空に、前回と
ほぼ同じ位置関係で観測される

2.  夕方の西の空に、前回とは反対
の位置関係で観測される

3.  真夜中の南の空に、前回よりも
高い位置で観測される

4.  太陽のちょうど真後ろに隠れる
ため、地上からは観測できなくな
る

問7 透明半球を用いて太陽の位置を一時間ごとに記録したところ、各地点の間隔がすべて3.1cmの等間隔になりました。この実験
結果から、南中時刻を算出する際に前提となる太陽の動きに関する記述として、最も適切なものはどれですか。 （2026年　富山公立入

試　類似）

1.  太陽は天球上を、時間に比例し
た一定の速さで動いているように
見える。

2.  太陽は時間の経過とともに、次
第に速度を上げながら動いている
ように見える。

3.  太陽は東から南へ動くときと、
南から西へ動くときで速さが変化
している。

4.  太陽は高度が高くなるほど、天
球上を動く速さが遅くなってい
る。

問8 月を毎日同じ時刻に継続して観察すると、見える位置が少しずつ変化していきます。この現象が起こる理由と、その変化の様
子について述べた文として最も適切なものはどれか答えなさい。 （2017年　愛知公立入試　類似）

1.  月が地球の周りを反時計回りに
公転しているため、同じ時刻に見
える位置は毎日約12度ずつ西から
東へ移動する。

2.  月が地球の周りを時計回りに公
転しているため、同じ時刻に見え
る位置は毎日約12度ずつ東から西
へ移動する。

3.  地球が太陽の周りを公転してい
るため、同じ時刻に見える位置は
一ヶ月かけて真南から西の空へと
大きくずれていく。

4.  月の自転周期と公転周期が一致
しているため、同じ時刻に見える
位置は変わらないが、輝く部分の
面積だけが変化する。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
合

地球から見て、惑星が太陽と同じ方向に位置する現象を「合（ごう）」と呼びます。金星は地球の
内側を公転しているため、太陽の向こう側に位置する場合と、太陽と地球の間に位置する場合のど
ちらも「合」の状態となります。太陽から最も離れて見える位置は最大離角と呼ばれ、合のときと
は区別されます。

問2 答え 1
午後6時

恒星の南中時刻や特定の地点に現れる時刻は、地球の年周運動によって一日ごとに約4分ずつ早く
なる。一ヶ月を30日と計算すると、4分 × 30日 ＝ 120分となり、一ヶ月後には約二時間早く同じ
位置に現れることになる。したがって、午後8時の二時間前である午後6時に観察すれば、一ヶ月前
と同じ位置に星を確認できる。

問3 答え 1
地表から放射される熱（赤外線）を気体
が吸収し、再び地表へ向かって放射する
ことで気温が保たれる仕組み。

温室効果ガスは、太陽からの短い波長の光は透過させますが、地表から放出される長い波長の熱
（赤外線）を吸収する性質があります。吸収された熱が再び地表に戻されることで、地球の平均気
温が生命の生存に適した温度に保たれています。近年は人間の活動により二酸化炭素などの濃度が
上昇し、この効果が強まりすぎていることが問題となっています。

問4 答え 1
太陽は自転している

黒点は太陽の表面にある温度が低い部分であり、太陽の表面に固定されています。観察によって同
じ黒点が数日かけて移動していく様子が見られるのは、太陽そのものが回転していることの証拠で
す。黒点の移動を追跡することで、太陽の自転の向きや周期を知ることができます。

問5 答え 1
地球と太陽の間に位置するときの方が地
球との距離が近いため、見かけの大きさ
は大きい

金星が地球と太陽の間に位置するとき（内合の付近）、金星は地球に最も接近した状態になりま
す。一方で、太陽を挟んで反対側に位置するとき（外合の付近）は、地球から最も遠ざかった状態
になります。天体望遠鏡で観測される見かけの大きさは天体との距離に反比例するため、最も接近
する「地球と太陽の間に位置するとき」に、金星は最も大きく見えます。

問6 答え 1
再び明け方の東の空に、前回とほぼ同じ
位置関係で観測される

金星が太陽の周りを一周する公転周期が経過すると、太陽に対する金星の相対的な位置が元の状態
に戻ります。これにより、地球から見たときの金星の見える方位や高度といった条件も再現される
ため、前回と同じ「明け方の東の空」で観測されることになります。

問7 答え 1
太陽は天球上を、時間に比例した一定の
速さで動いているように見える。

透明半球上の記録において、一時間ごとの点の間隔が等間隔であるということは、太陽が天球上を
一定の速さで動いていることを示しています。地球の自転速度が一定であるため、観測者から見た
太陽の動きも時間に比例した一定の速さ（1時間に15度）となります。この比例関係を利用するこ
とで、記録した点から南中地点までの距離を測り、南中時刻を逆算することが可能になります。

問8 答え 1
月が地球の周りを反時計回りに公転して
いるため、同じ時刻に見える位置は毎日
約12度ずつ西から東へ移動する。

月は地球の周りを約27.3日で1公転（反時計回り）しています。そのため、地球が1回転（自転）し
て同じ時刻になっても、月は公転によって前日よりも約12〜13度東側へ進んでいます。この公転の
影響により、毎日同じ時刻に観察すると月の位置は西から東へと移動していき、それに伴って南中
時刻も毎日約50分ずつ遅れていくことになります。


